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１．はじめに

　教育実践の現場は、濃密な意味の集合体である。
目の前の現場で何が起こっているのか、成員の言
動が何を意味するのかを記述するためには、この
意味を理解しなくてはならない。小中学校の授業
などでは教科書、教材、板書などの手がかりがあ
るので、学生のような初学者であっても、少なく
とも何がテーマになっているかくらいは理解可能
である。しかし、授業以外の学校生活における児
童生徒の言動や幼稚園における遊び活動のような
場面になると、目の前で生じていることの意味を
読み解くことは特に初学者にとっては難しい。幼
稚園に初めて教育実習に行った学生が、担任の先
生から幼児は園庭で何をやっていたかと聞かれ、
「遊んでいた」という返答しかできなかったとい
う逸話は、このことをよく示している。
　こうした現場感覚のズレともいえる現実は、理
解力に問題があるというより、現実を見つめる視
点や視座が定まらないところに原因の一端があ
る。特に教育実習生が大学の講義においてこうし
た視点や視座を学ぶためには、教育実践の事例を
映像などで録画した教材を用い、指導者の視点や
教育実習生がそれを学んでいくプロセスを理解す
ることが重要である。そこで、本研究では幼稚園

における教育実習生の保育実習を題材に、実習生、
指導教諭、実務家教員、学部教員による保育カン
ファレンスを実施し、教育実習生の成長過程の中
から、教育実践を見つめる視点、視座を参観した
学生に学習させることを目的とする。

２．保育カンファレンス

　カンファレンスとは、伝統的には医療従事者
が、臨床事例をもとに、その診断と治療法を集団
的に討議し、分析・検討することで、専門的な力
量を高めるための方法として実施されてきた。一
方、学校教育や教育実践の分野で行われるカンフ
ァレンスとは、主として教師たちのプロフェッシ
ョンとしての授業力の向上をねらいとして提案さ
れたものである（稲垣　1984）。したがって、カ
ンファレンスの対象となるのは基本的には授業で
あり、少なくとも分析・検討に必須のビデオ録画
については、ほとんど困難を伴うことはない。
　しかし、保育がカンファレンスの対象となる場
合には、どの場面を録画し分析・検討の対象とす
るのかということ自体が大きな課題となる。幼児
は園内を所狭しと動き回り、遊びはめまぐるしく
変化する。こうした状況で録画を行うためには、
対象を特定の幼児に絞るとか、特定の遊び場面に
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絞るなどの工夫が必要になってくる。そこで、今
回の保育カンファレンスでは、担任教諭が関わっ
たある遊び場面およびカンファレンスに参加する
ある教育実習生が関わりを持った幼児たちを対象
として録画を行った。

（１）対象学生、学級

　　教員養成学部３年
　　実習期間：平成19年10月22日～26日
　　配属クラス　年中組
（２）カンファレンス参加者および参観者

　　 　実習生（教員養成学部３年生）、実習園担
任・指導教員、学部教員（心理学担当）、実
務家教員、カンファレンス参観学生（30名）

（３）カンファレンスの日時、場所

　　日時：平成20年１月28日　14：45～16：15
　　場所：大学講義室
（４）手続き

　１）教育実習中の保育場面のビデオ録画とその
後の担任教諭と実習生の検討会のビデオ録画
を参考に学部教員が検討課題の対象となる場
面を決定する。

　２）検討する場面を象徴する数分のビデオ映像
を選択、編集しカンファレンス用資料とする。

　３）検討課題となる場面のビデオ録画から象徴
的な場面のプロトコル（発話記録）を作成し、
カンファレンス用資料とする。

　４）指導教諭と実習生によって実習期間中に行
われた保育検討会の中から検討する課題の概
要を説明する資料を作成する。

　５）カンファレンスの参加者にビデオ録画、指
導案等の資料を見ておいてもらい、実習生の
成長過程や子ども理解、指導のあり方等につ
いて検討する。

（５）カンファレンスの実施内容

　　事前講義：１月21日　14；45～16：15　
　　　　参観学生に趣旨や資料等を説明する。
　　カンファレンス：１月28日　14：45～16：15
　　　　 ４名の参加者、30名の参観学生でカンフ

ァレンスを実施。

　　事後講義：２月４日 　 14：45～16：15  

　　　　 カンファレンスを参観した学生たちによ
るグループワークを行う。

（６）カンファレンスにおける検討課題

　１）ベテラン教師の指導−お寿司屋さんごっこ
　２）事例１：３人の女児の関係の理解と指導
　３）事例２：遅生まれの女児の理解と指導

７．結果

　カンファレンスの録画からカンファレンスで議
論された内容の要約と使用された発話記録の抜
粋、また、参観学生によるカンファレンス直後の
アンケート結果および事後講義のグループワーク
後のアンケート結果を以下に記す。
（１）カンファレンスの要約と発話記録の抜粋

検討課題１．�ベテラン教師の指導－お寿司屋さん

ごっこ

教師の状況認識

・遊びの場ができても、イメージが充分蓄えられ
ていなかったり、そういう気持ちじゃなかった
りすると、かたまっているだけで終わってしま
うこともよくある

・ここで何が行われているのかなっていうことを
確かめたくて声をかけてみたら、「お寿司屋さ
んなんだよ。」と言ってはいるが、実際にお寿
司屋さんの動きはない

・何らかのストーリーが生まれて、遊びが生み出
されていく状況の中で、友達とイメージが重な
ったり、思いが繋がっていくっていう状況が出
てくると、より「遊んで楽しかったな」ってい
う風な思いを経験できる

・この細長い板の積み木の所が回転寿司のレーン
の様なイメージで、「ここからお寿司がながれ
てくるんだ。」っていうようなことを言ってる
ので、「あ～、それはとても面白い発想だな」

教師の指導

・具体的な物があることによって、イメージが共
有できるし、物があることで何やってるかって
ことを、第三者が来たときも遊びが見えやすい
ってこともある。で、物を介して人と人とも繋
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がりやすいので、だったら、回転寿司のレーン
の所にお皿が並んだら、落ちてくる状況が出た
ら良いかなと思って、まずお皿を持ってきてみ
た

・お皿だけではお寿司が無いし、一応粘土か何か
奥の方にままごと道具持ってきてたみたいなん
ですけど、白いお皿に白い粘土だけだとお寿司
のイメージがわかりにくいかなと思って。それ
で、色画用紙とかシャリにする部分でトイレッ
トペーパーとか持ってきて、「お寿司ってこん
な風にしたらどうかな。」ってモデルを作った
遊びの発展

・動きとか物が出てくることによって、「あ、お
寿司屋さんやってんだ。」と最初からいなかっ
た子どもたちが「入れて」と言って入ってきた
り、「あ、お寿司屋さんなんだな。」って思って
関わってくるので、お寿司を食べるというよう
な雰囲気で（子供が）並んでいる。で、「エビ
ください。」とか「～ください。」とか言い始め
ている。

指導のポイント

・遊びで指導する：経験させたいことを遊びを作
っていく中で手助けしながら身につけていく

・確かめのための「声掛け」
・場の面白さの発見が次の行為（指導）を生み出

す。　タイミングが重要
　回転すしレーン、食べるふり→紙皿、シャリ用

トイレットペーパー
実習生の実態

・実習初日だったので子どもの名前を覚えるのに
精いっぱい

・教師の働きかけで遊びが発展することなど全く
気がつかない。

・「あそこでなんかごちゃごちゃやってる」とい
う感じ
遊びの援助方法

・一人ひとりのやっていることを受け止め、それ
ぞれが何を楽しんでいるのか探ってみる。

・何人かの友達と、場を共有して遊びがはじまっ
たら、一人ひとりのやっていることに共感を示

したり、イメージを引き出したり、周りの友達
に伝えるなどして、子どもたち同士のイメージ
のつなぎ役をして見る。また、仲間の一人とし
て遊びに加わり、なりきった動きや言葉を発し
ながら、つもりの世界がより楽しくなる世に関
わってみる。

・自分なりにこうしたいというイメージをもちな
がら物作りに取り組んでいたり、木登りや逆上
がりなど自分なりの目当てに挑戦しているよう
なときは、自分でやり遂げられるように、共感
したり励ましたりする。どうしても難しそうな
ところは手伝ったり、こうしたいというイメー
ジが実現できるように援助する。

・子どもの読み取り、子どもへの関わり方で子供
の出方が変わる
見立て遊びの発達

第１段階　
　１、２歳
　　ふり遊び：人、人形にお茶を飲ませるふり
　　つ も り遊び：相手の模倣をして積み木の自動

車を走らせてみる
　３歳　
　　見 立 て遊び：ボールペンを歯ブラシのように

使って歯を磨く。ティッシュペーパーを
箱の家に見立てる

第２段階　４歳　
　 　イメージとイメージを重ね合わせる、関連づ

ける。遊びにシナリオ（筋書き）やストーリー
（物語）がみられるようになる。それを他者と
共有できるようになる。

第３段階
　５歳　
　 　虚構の世界、ルール遊びの世界。他者との間

で役割交代、相手の行動や意図、心の動きを読
むようになる。

検討課題２．事例１：３人の女児（B,C,F）の関係

３人の女児の関係の理解

・ B ちゃん、C ちゃんは「３歳の頃からずっと仲
良しだが、最近煮詰まってきたという感じ」が
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あった。「自分ができないことを繰り返してい
る友達のそばにいることのつらさ」。そのへん
でちょっとずれが生じてきている。F ちゃんは
強い一面がある一方、自分を出せないところも
あり、安心して出せる２名に自分の指示通りに
まねさせてみたりする。それに B ちゃん、C ち
ゃんが反発する。

・３歳から上がってきた子どもたちは、１年の中
で自分たちなりのルールを身に付けていく。そ
れなのに、傍若無人に振る舞う新入園児との関
係を作っていくっていうのが結構難しい。そこ
で３歳からの仲良し同士３人で固まった。

・閉じた関係で遊んでると刺激がない。で、空間
は自由だが、気持ちが閉じてると色んな刺激が
入ってこないので、遊びが１パターンになって、
充実感がなくなるため、些細なことでお互いの
関係がギクシャクする。

・４歳児のこの時期ぐらいから自他の感情に敏感
になってくる。３歳ぐらいの「我が世界」とは
違って、自分の気持ちの有りようも相手に対し
ての思いも出てくる。微妙なことが感じ取れる
ようになってくるので、とても大事な指導の時
期である。
実習生との関係

・ O さん（実習生）は B ちゃんに捕まって、「私
のまねして描いて」と言われていた。自分が描
いた絵と同じかどうかをちゃんとチェックして
いて、「ここがちょっと違う」と２・３回言わ
れた。

・実習生であれ誰であれ、遊びが充実して自分の
遊びが楽しいと思っている子はそんなに大人に
ベタベタ寄って行かない。何らかの不安だった
り葛藤があるような子は、それを受け止めてく
れる相手として、実習生でも私たちの中の誰か
でも求めてくる可能性がある。

・実習生がいるおかげで、子供について気づくこ
ともある。

・実習生は、主免実習を経験しているので、「ま
ずは一歩引いて見てから関わった方が良いのか
な」とか「自分がどう関われば良いのかな」と

悩んでしまう。だから、「大人しい」というか、
「どう関わったら良いのか」迷いがあるために
手も口も出せなくなる傾向がある。

・実習生は、どう関わってよいかわからなくなる
と「教師なので、教師としての対応を」と考え
る傾向があるが、それ以前に「人間として」と
いう関わりがある。まず「人間性丸ごと」で関
わってみてその後で、考察することが重要。
事例１．教育実習における検討会のプロトコル

これまでの３人の関係
　B ちゃん、C ちゃんは３歳の頃からずっと仲良
しだが、最近煮詰まってきたという感じがある。
B ちゃん、つまんない。C ちゃん別行動　
　C ちゃんが逆上がりが得意で、先週は、それば
っかりやってる。B ちゃんはできない。C ちゃん、
F ちゃんなどは逆上がりができる。B ちゃんもそ
ばにいたいができない。自分ができないことを繰
り返している友達のそばにいることのつらさ。楽
しくない。女の子は一緒にいたい気持ちがある。
B ちゃんは、C ちゃんについていたが、ある日い
やになっちゃった。先生にくっついて隠れようと
した場面があった。探してほしくてのぞいている
ところもあった。Cちゃんがプンとして、Bちゃん、
F ちゃん、Y ちゃんがおままごとで、C ちゃん別
行動という場面があった。仲がよかったが仲良す
ぎて二人だけの遊びだと遊びが広がらない、刺激
がない、同じこと繰り返す。満足できなくなって
る。
22日の検討会から
クリップ１３　
学生 O：朝、B ちゃんとお絵描きしていた。B ち
ゃんは、紙を渡されてついていったらペンをもっ
て、まねして書いてという。まる、へた、ぶどう、
チョコレート、さくらんぼ、よくわからない形、
最終的に、ハートをたくさんかく。色も形も一緒
に書いてねといわれた。ペンが１色のときは、先
生のも書いてあげる。２枚をくっつけて丸くしよ
うとしていた。丸くはできず、長くしていた。置
いていった。遊んでいるときには、紫の粘土をの
ばしていた子、ハートにした子が見せてきた。こ
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いか混ぜた粘土もってきて何味？ C ちゃんは来
なかった。
先生：全く同じに書いてということは、全く逆の

ことが８、９月に生じていた。B ちゃん、C

ちゃんは朝、絵を描いて外へ。F ちゃんも入
って、３人とも絵が好き。F ちゃんにいつも、
兄と同じに書いて、毎日、B ちゃん、C ちゃ
んが同じに書いていた。B ちゃんは書いてい
たが、C ちゃんがいやだと言い出した。家で
兄と同じに書けっていわれて幼稚園に行きた
くないと泣く。お母さんから様子をみてもら
いたいといわれた。私にいわれたこともあっ
て C ちゃんは兄と同じに書きたくないとい
って泣くようになっちゃった。

　　でも、B ちゃんは何も言わなかったが、同じ
に書くのはつまんないとはいっていた。
同じことを先生にさせてみたいという
気持ちがあるのか。B ちゃんはさせるより、
される側になることがおおい。意外と人前で
は、安心できる相手には自分を出すが、そう
じゃない相手だと自分を十分に出せないとこ
ろがある

学生 T：B ちゃん、C ちゃん、Mi ちゃん、あそん
でいて、F ちゃん、ちゃんがきて、F ちゃん、
Mx ちゃんをつれてきた。F ちゃんのまねし
てやってみてといって鉄棒やり始めた。Mi

ちゃんがいやだ、C ちゃん、Mi ちゃんがい
やだいやだという。F ちゃんのいうことを聞
かないと大変なことになちゃんるよ。C ちゃ
ん、Mi ちゃんに引かれて、B ちゃんもいや
だという。

23日の検討会から
学生 T：私は B ちゃんといた。折り紙で花作りの

あと、お絵描きをした。同じようにするんだ
よ。その後外遊び、指示することが多かった。
教生の方からも提案してあそんだ。Cちゃん、
Mi に見つからないように逃げて逃げてと手
を引っ張って土管のある方にいった。

学生 K：C ちゃんは、B ちゃんを探しているよう
な感じがあった。朝、みつけて抱きついてい

た。B ちゃんは今イチだった。外でも一人遊
びがおおかった。Bちゃんは他のこといたが、
気持ちは B ちゃんの方を向いていたようだ
った。

中略
学生 T：F ちゃんは B ちゃんに命令口調、B ちゃ

ん は い や だ な と 思 い つ つ 従 っ て い る。
教生と一緒のときは強気でいられる。F ちゃ
んに似たような口調をするときがある。

　　F ちゃんは誰に対しても強気。Z ちゃん（年
少組）にも、M ちゃんにもそれじゃだめだよ。
こうするんだよ。しきりたい。

先生：B ちゃんとの関係で C ちゃんは揺れている
学生 D：B ちゃんが草を集めている。F ちゃんが、

だって枯れてるじゃん、ごみじゃんという。
そこから始まって一緒になった。B ちゃんお
母さんでしょといって作らせて、教生たちを
他のところに連れ出そうとしていた。

先生：ふたりを見ていてどうしたか。
学生 D：F ちゃんが強い。年中 A 組さんはさほど

気にしていない。自分の世界にはいっている。
B ちゃんはかわいそうだなと思った。B ちゃ
んしてるよ。そんなのすててはまずいと思っ
たので、料理作っていることを話させてアピ
ールさせた。これはお母さんのだから、だめ
でしょ。あっちからおりるのだめでしょ、に
はなんて言って良いかわからなかった。

先生：どうして？
学生 D：子供がルールを作るのに口出ししてはい

けないのではないか。子供は衝突してルール
を覚えていく。何も手出し口出しできずにい
た。

先生：こういう場面でどうするか。教師としてど
うするか？ということが頭をよぎった。教師
は置いておいて、その場面でどうしたらよか
ったと思うか。

学生 D：なんでだめなの？と、F ちゃんに聞けば
いいのだろうけど、だってこれはこうだから
とはっきり理由を言うだろう。それに対して
他の子たちが何かいうのかな。だってこっち
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からのぼりたいんだもん。だめ、こっちから
登らないとだめなのと、F ちゃんがいった。
この状況でこっちからでもいいんじゃないと
いうと、F ちゃんと同じになってしまうので
はないか。だめといわなきゃいいのか。

先生：F ちゃんの状況がいいことだとは誰も思っ
ていないと思う。F ちゃんの好き勝手な行動
について誰も何も言わなかったら容認してい
ることになる。これに対して先生が何かいっ
たら、F ちゃんとおなじことになるのだろう
か？何のために教師がいるのか。子供がぶつ
かりながらもそれなりのルールを作り出して
いくのはそのとおりだが、子供の発達段階に
そってこうすべきだということに迷っていた
ら、保育の場面に正解はないからいろいろや
ってみるしかない。自分の感覚としてはこう
いう状況はいやだな、放置されたらよくない
と思ったら、B ちゃんは傷つくし、F ちゃん
は自分の言いたい放題、相手のことを思いや
らないなら、私ならどうしてそんな風に言う
の？とか返しちゃう。せっかくひろったのに、
どうしてごみなの？ B ちゃんが最初に使っ
ていたところだし、F ちゃんもいれてもらっ
たと思うけど、最初 B ちゃんが使っていた
場所だけど幼稚園はみんなで使っている場所
だし、そんなこといったらいやな気持ちがす
るという。このままで放置したら、F ちゃん
はこれでいいんだなと思ってしまう。B ちゃ
んは友達には言えないままになってしまう。
これでおいしいものがつくれるよねえといっ
て教師が共感したら、B ちゃんが、F ちゃん
に言い返せるかもしれない。F ちゃんが気が
つくかもしれない。子供のやりとりの中でル
ールができてくるというのは強い子がつくっ
ていくのでなく、対等に言い合う環境の中で
作られる。F ちゃんに B ちゃんの気持ちを理
解するようなことがないとまずい。そうはだ
ってやりたかったもんといえたが、B ちゃん
はいえない。いいたいことはいっていかない
と F ちゃんも気づかないことを伝えていかな

いといえない。遠慮しないで言うべきことは
いう。もし、強く出過ぎたのかなと思ったら、
F ちゃんとの関係ができていないから言えな
いのだろうが、言ったら、F ちゃんの気持ち
も傷つけるかなと思ってしまう　教生が黙っ
ていることを、F ちゃんが感じて、教生の前
ではいいたいこといってもいいんだというこ
とになる。そうじゃないと言ってくれる立場
の人が必要だ。

　　３人の関係は難しくなってる。C ちゃんも B

ちゃんの強い調子に嫌気がさしているから離
れていく。C ちゃんも B ちゃんに心が残って
いる、依存しているからほんとのいみで自立
していないから他の遊びに関わっていくと
か、新たな遊びを開拓していく力はない。そ
れぞれに二人が力をつけていく必要がある。
F ちゃんも強いが、いざとなるとシャイな部
分もある。それぞれに自信をつけさせていく
ことが必要だ。

　　踊りに興味はあるがのびのび体を動かせな
い。年長を見に行くがやりたいと突き動かさ
れる感じではない。他の子はやってる。同じ
絵を描くのはつまんないと言っても良いかも
しれない。はいはい、とやってると良いと思
ってくれてると思う。B ちゃんがこれ書くな
ら、先生はこれを書く。絵本のような絵にし
ようよ。とか違うことに発展的なことに向け
られないか。F ちゃんと一緒にするのはつま
んないよねと言ってみて。F ちゃんのイメー
ジに合わせてやるのがいいのならよいが、B

ちゃんがむっとした表情が見えたら B ちゃ
んの気持ちも汲みとるようにしたらよい。

26日の保育から　クリップ３
　朝から学生 O がずっと B ちゃんと遊んでいる。

検討課題３．事例２：遅生まれの女児　XAちゃん

子どもの状況

・生まれがちょっと遅く、年中児にしては幼いよ
うなところが見られる。一体何をやりたいのか
とか、それからどうしたら楽しいのかとか、実
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習生としてはなかなか掴み難いタイプの子供。
「こういう子をどういう風に受け止めて指導し
ていけば良いのか」が問題になる。

・一人で遊んでいる状況は、まずい状況とは限ら
ないので、「友達と遊んでいるのは安心してい
て、一人だと何とかしなければならない状況」
というように固定して考える必要はない。長い
スパンで子供の変化をみていくと、以前の子供
の行動の意味が後でわかったりすることもあ
る。

指導のあり方
・保育検討会の中で、学生 O にずっと一緒にい

た NA ちゃんの様子を聞きながら、XA ちゃん
の心の動きや状況を探っていく。

・仲のいい M ちゃんと本当は遊びたいのに、保
護者の保育参加、実習生など大人が入ることに
よって、大人と遊び始めた M ちゃんとの関係
が途切れてしまい、ままごとに誘っても無視さ
れてしまう。それが前提としてあって、外の「う
んてい」での遊びでの充実感につながっていた
ことがわかる。そこをよく捕らえた上で、XA

ちゃんにどう関わるかを考えてほしいが、実習
生には難しい。

・実習生は、実習に来て３日目か４日目くらいで
何かやろうと思っても、色んな蓄えがないから
大変なことだが、やった結果の子どもの状況を
注意深く見たり、願いを持ちながら気持ちを添
わせながら見るという繰り返しの中で力がつい
ていく。だから一日の振り返りがとても重要に
なる。
事例２．教育実習における検討会のプロトコル

22日の検討会から
先生：人と関わらない訳ではないが、友達との関

係に居場所を求めているわけではない。一人
でいてもにこやか。夏休みあけは M ちゃん
とお家を作っていたが、最近 M ちゃんが XA

ちゃんと一緒でなくてもいろんなことができ
るようになっているので教生に声をかけたか
もしれない。

24日の検討会から　

クリップ９　M ちゃんの皿　M ちゃんを誘う
学生 O：私はずっと XA ちゃんと最初から最後ま

でずっといたんですけど、最初お絵描したり
文字をかいたりしてて、その後に縄跳びをす
るっていって縄をとりにいったんですけど、
そこでこう輪っかになっているので縄跳びを
するよりは電車ごっこみたいになって、先生
車掌さんねみたいなことを言われたので、下
駄箱のところまでいってかえってきて、一回
は終わって、その後また戻ってきて、今度は
おままごとするみたいなっちゃって、ここの
ところにブロックで、積み木を全部使って場
は作ったんですけど、一緒に遊ぼって言って
た M ちゃんがデザート作りで夢中になって
いたんで、作るだけ作って、ちょっと外に行
こうということになっちゃって、その後はあ
っちの森の方にいってジャングルジムとかう
んていとかくっついているところを行ったり
来たりして、後は竹のところをわたったりし
ているうちに時間になりました。やったわり
には片付けるのが多くて、準備するだけでち
ょっと多かったかなあって。　

先生：その中で、XA ちゃんの楽しもうと思って
いることとか、どんなことを彼女は本当はし
たかったのかなあとか、その XA ちゃんの様
子をみて、先生はどういうふう、XA ちゃん
を読み取って、どんなふうに関わっていった
のかっていう、XA ちゃんの行動だけでなく
て、XA ちゃんの行動から言える XA ちゃん
の内面とか、育ちとか、それから先生自身の
関わりとか、もう少し詳しく教えてもらえま
すか？

学生 O：ままごと作っているときに、そこに車作
ってなかったっていって、いすを並べている
ときに、赤ちゃんがのって、XA ものってみ
たいなことをいってて、そういえば事前指導
のときも赤ちゃんとあそんでいたなと思っ
て、そのときにも車に乗ってたんですよ、お
でかけするのがすきなのかなと思ったり、作
ったときに夜にドンキー行こうねっていっ
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て、ああ、よくいくのかなって。それでそと
にいくときに、帽子忘れたりかばん忘れたり
して、２、３回戻ったりしたんですけど

　　中断
　　何かとりにいくときについてきてまではいか

ないんですけど、どこにもいっちゃだめだよ、
絶対いてねといってとりにいくので、一人で
遊ぶことが多かったので、けっこう一人遊び
好きなのかなと思っていたんですけど。やっ
ぱ近くに人がいないとさびしいのかなと思い
ました。あと、かたずけの時に何に使うかわ
からなかったんですが、すずとカスタネット
を大量に出して準備していたんですよ。それ
を片付けるときにすずをいっぺんに腕に入れ
て、かたずけてったんですけど、その入れた
ときにじゃらじゃら音がして楽しいといって
いたんですよ。その後、残ったカスタネット
を私がもって全部かたずけたら、なんで全部
かたずけちゃったのって怒ったので。初めて
怒ったのでいままで人見知りだったのかと思
いました。

先生：今日の XA ちゃんとのやりとりのなかで、
いままでとちがった XA ちゃんの新しい一面
と見たという感じがしました？ XA ちゃんの
ジャングルジムやうんていや竹わたりのあた
りの体の動きとしてはどんな様子でしたか？

クリップ11　
学生 O：かまぼこ、太鼓橋からのぼって、ジャン

グルジムを一番上を通って、運ていは苦手な
のでそこでおりて、そしたら誰だったかな、
C ちゃんかな、C ちゃんが XA これできると
いってうんていのうえをわたっていたんだで
すけど、できるよっていったんだけど３本目
あたりでちょっとこわいのかおりて、でそこ
でそのつぎまだ誰か、C ちゃんでない誰かが
きて、そしたら２回目はわたりきった。竹は、
はじっこからはじっこまでわたるのに手をつ
ないでいって、２往復した後に、竹にまたが
って乗り物みたいにやったんですけどすぐ戻
ってきました。

先生：その様子からはどんなことを感じました
か？

学生 O：・・・・・
先生：C ちゃんとのやりとりの場面がありますよ

ね。それから体の動きを見ててそういう面で
の育ちについてはどんなふうに感じました？

学生 O：うんていの上をわたっていたときに、C

ちゃんが手でつかんであと膝をついてもその
うしろのところに足がひっかかるくらいだっ
たのでそうやってわたっていたんですけど、
たぶん XA がそうやると膝のせると足届かな
いみたいになっちゃうのでずっと足の裏でこ
ういう感じになってやってたんですけど、ち
ょっとあぶないかなあと思ったんですけど、
ひざでいくのも無理そうなので、どうしたも
のかなと思いました。

先生：いやあ、あのう・・・XA ちゃんさ　あのう・・・
ずっと先生とマンツーマンでついてたみたい
だけど、C ちゃんが XA ちゃんこれできるっ
て声かけたときに無視したらよかったと思う
んだけど、チャレンジしてるよね。

学生 O：なんか、いわれると　できるよっていっ
て

先生：うん、うん、そういうときの XA ちゃんの
表情ってどうですか？

学生 O：同い年の友達なので、これできるって言
われてやったときに声かけてもらってちょっ
とうれしそうなのと、C ちゃんもできたから
自分もがんばりたいみたいなすごく明るい表
情をしてました。

先生：うん、うん、そういうところって大事だよ
ね。すごくね。でそのあと C ちゃんと XA ち
ゃんとどこかでまた接点を持つことってなか
ったですか？

学生 O：あっ　なかっ
先生：一回きりだったの？
学生 O：ってやったあとに、別の場所にひゅーっ

ていっちゃって　XA ちゃんはけっこう一カ
所で遊ぶ癖があるのかなあって　気に入った
のかもわからないですけど
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　　中略
先生：一番、生き生き楽しそうだった場面は、ど

うなんでしょ。
学生 O：C ちゃんとかにこれできるって言われて

やっているときがすごく楽しそうでした
先生：あれだよね。XA ちゃんが今何を求めてい

るんだろうかとか、何が楽しみたくて、もし
また次に XA ちゃんと関わる場面があったと
きに、どういうあのう働きかけをしていく
といいのかなあっと　そういうあたりから、
XA ちゃんに限らず　あのうだれもそうなん
だけど、あのう　誰しも自分が一番やりたい
と思っていること、得意なことからつみあげ
ていくのが一番やる気を起こしますよね。た
とえば、そのこれができないから今これをが
んばんなきゃなんないんだよ何っていわれて
もやりたくないよね、むしろ最後にしたいさ
けたいと思っちゃうんだけど、今一番これが
やりたい、これが好きってことで、たとえば、
T くんがたまたまだったと思うんだけど、手
つき良いねえなんていわれて気をよくしちゃ
って、またレーンができちゃったりすると　
一段と寿司屋として、職人として身を立てて
いこうかなってみたいな感じでがんばるじゃ
ないですか。そういうプロセスが見えてくる
と、ああ、なるほどこういう風なところで支
えていくと子供って意欲を持ってやる気を出
していくんだあとか。XA ちゃん、どっちも
結局、毎日一人ずつ遊んでいたかんじがある
じゃないですか。だけど、Si 先生は何もする
ことがなくても XA ちゃんが自分でとってき
て　留守番しててみたいなこといわれたと。
同じようにやってねというのでも、XA ちゃ
んはどこか不安げで、とにかく自分がどんど
んやりたいことがあるっていうよりはまだ探
している感じがあるよね。一応、電車ごっこ
やってみたけど今一つだったかなあみたい
な、家作ってみたけど　M ちゃんも来ない
し、家作るってことは夏休み明け結構毎日の
ように繰り返していたことだからとりあえず

自分の手慣れたことをしてみたと思うんだけ
ど。Mちゃんも仲間にはいるっていわないし、
今ひとつだなあ。もしかしたら外にいったか
もしれない　そこで、ジャングルジムやうん
ていに一番気持ちが動いているか私も XA ち
ゃんのことそういわれてみれば今あの人一番
何がやりたいことだったのかなあと、ただ昨
日竹わたりをしていたなあってことは記憶に
あるので、もしかしてあの辺でなんか自分な
りにチャレンジすることに楽しみを見いだし
ているかなあとか、うんていで一番上のとこ
ろをわたるというのに C ちゃんにできるっ
ていわれて、できるよってやってったという
ことは、何かあそこで自分なりにできるって
自信をもちはじめていたり、友達に声かけら
れたこと自体もうれしいし、友達ができるっ
てことに刺激されて自分もやってみたい　と
いうそういうところもでてきているのかもし
れないし、何かこう自分でもやれたっていう
満足感、達成感も次の意欲につながっていき
ますよね。そういうあたりを XA ちゃんの場
合は何でつなげていけるかなあっと、今日の
３つの電車ごっこ、お家ごっこ、ジャングル
ジムとかってあたりで先生の話を聞いている
と、一番、そのあたりで XA ちゃんがやる気
というか楽しかったという思いがあったのか
あって思って、そこあたりかた XA ちゃんを
またより自分の力を発揮できるように援助し
ていけないかなって思って聞いてたんですけ
ど。ねこねずみのあたりで XA ちゃんの動き
とかこんな姿があったなあって記憶のある人
いますか？

学生 M：ねこねずみのときに XA ちゃんがあまり
動いていなかったので、

先生：やっぱり
学生 H：助けにいこうよって言ったら、すごくお

びえていて、怖いからとか言ってて、表情も
こわくて泣きそうな顔だったのでお母さんだ
から怖くないよっていったんですけど、こわ
いみたい。
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　　中略
先生：昨日、昨日のお弁当食べた後のねこねずみ

はどうだったのかな。覚えている人いますか
学生 H：昨日は、ねこ
先生：自分でねこやりたいっていってたんだもん

ね。だけど今ひとつ動きのよくないねこだっ
たんだよね。

学生 K：そんなもんじゃなかったですよ。中にい
ただけで、円の中にいただけで

先生：捕まえにいかなかったんだ。でもなぜねこ
に手をあげたんだろうね。

学生 O：M ちゃんがいたからじゃないですかね。
M ちゃんが選ばれてからいきなり手をはじ
めたから。

先生：そうか。それはもしかしたら重要なポイン
トかもしれないね。実は M ちゃんと一緒に
遊びたいんだけど、M ちゃん最近、ねこね
ずみなんかしてすごく自分に自信が出てきた
から一人でも遊び始めているっていうか、自
分の力でいろんなことをやりはじめていて、
XA ちゃんよりどころがないみたいな感じに
なってきているかもしれないね。先生いいと
ころみてたね。

２５日の検討会から　クリップ１　クリップ５　
先生：指導案を書いて子供たちに関わることでこ

れまでと違って見えてくることもあったので
はないか。

学生 O：今日はずっと、XA ちゃんについていこ
うと思ったんですけど。指導案でもそう書い
た。最初は、縄跳びの縄の電車ごっこで、年
少組までいって、そしたら S 組の壁にちょう
ど、XA ちゃんの目の高さにお便りノートを
いれるポケットがあって、他の組の子供なの
でこの子はなんて読むのかなっていったら、
全部読んで楽しそうにしていたので、やっぱ
り文字が好きなのかなって思ったのと、昨日
もそうなんですが、最近読んだり書いたり繰
り返しているので、慣れたことをやってる面
もあるのかなと思いました。S 組を全員分も
よんで、次は T 組だといって全部読んで、そ

の後、縄跳びは全部しまって、製作コーナー
にいたんですけど、最初に画用紙でかばんを
作ってて、見に行くときちゃだめと怒られた
ので、昨日とかも作っている途中で見に行く
と、内緒とか見ちゃだめとかが多いので、完
成品を見せて喜ばせたいのかなと思いまし
た。実際、作った後は何作ったと思うって見
せにきてくれて、かばんでしたって見せてく
れたので、そういう気持ちが楽しませたいっ
て気持ちが多い子のかなって思いました。製
作コーナーにいってからは、S ちゃんと Su

ちゃんの間にいたんですけど、一緒にデザー
トを作っているときに、みんな丸だったので、
四角くしてみたら、M ちゃんも四角にした
いと言ったので、教えてやったら喜んで、近
くにいた Si 先生にも、M ちゃんが型を使わ
ないで作ってたんだよって喜んでて、帰って
からお母さんに自慢するていってて、新しい
ことが覚えられたのがよかったなって思いま
した。

先生：XA ちゃんを対象にしようとした理由はあ
りますか？

学生 O：前から XA ちゃんと関わることが多かっ
たのと、昨日の反省会で、XA ちゃんが今一
番興味をもっているのは何なのかなって気に
なって、XA ちゃんが気になっていることを
見つけようと思ってたんですけど、一番楽し
んでやっていたのは紙粘土のところだと思い
ました。

先生：何をしていたのですか？
学生 O：いろんな色を全部一つの容器に混ぜてい

れて、新しい色を工夫していたりして、
先生：彼女は何かをイメージしながら作って
学生 O：近くにいたんですけど向かい合う感じで

いて、先生 Y と M ちゃんと一緒に三人で作
っていて、ずっと私だけ関わって、彼女の人
間関係がかたまってくるのもあれかなってい
きなり思って。

先生：いきなり思ったんだ。
学生 O：そういえばっておもって。
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先生：何か関連してありますか？
学生 D：今日私が何作っているのって聞いたとき

も秘密っていって、やっぱりいろんな色を混
ぜて楽しんで、じゃこれとこれ混ぜたらどん
な色になるかなって、それを楽しんでいた様
子だったので、やっぱり新しい色を作る色を
混ぜるということが楽しい様子で、今日は、
プリンのカップにいろんな色をつめてこうい
う風に色が重なったよって見せてくれて、明
日はこれ　　やるんだっていって、明日は　
何に　　あげるのって聞いたら、秘密って、
明日のお楽しみって言ってました。

先生：特に何かをイメージしている様子ではな
く、とにかく粘土を混ぜているという

学生 D：でも、近くでケーキ作りをしている子た
ちがいて、M ちゃんと Su ちゃんと、S ちゃ
んとケーキを７、８個くらいつくっていたよ
うな、それも見ていたので、カラフルなケー
キを作ろうとしていたのかなって思いまし
た。そう思ったのは、プリンカップで溢れ出
たところを包丁で切っていたので、もしかし
たら料理に関係するものではあるんだなって
私は勝手に認識したんですけど。

先生：XA ちゃんがかばんをつくっていたみたい
なんですけど、粘土になったのはなぜなんで
すか？

学生 O：多分、かばんが完成したからだと思った
んですけど、最初は真っ白なんで、で見せて
もらって、元いた場所に戻って、その後、ち
ょっとわかんないですね。粘土つくっている
かと思ったらここら変にして名前を書いてあ
げるっていって書いてもらったんですけど。

先生：でも最後までやっていたのは粘土だった
んでしょ。XA ちゃんと関わろうと思って、
XA ちゃんに対して具体的にどのような援助
をしようと思ってたんですか？ XA ちゃんの
今の育ちを支えるような関わりをしようと思
ってたんですよね。どういうことをしようと
思ってたんですか？

学生 O：二つあって、一つは、たとえば、XA ち

ゃんは今一番興味を持っているがわからなか
ったので、これをやりたいと思えるようなも
のを見つける手伝いをできればいいと思った
のと、XA ちゃんは絵ができても先生に持っ
ていくことが多くて友達に見せることがない
ので、先生よりは友達と関わる時間を多くす
るような手助けをしたいと思っていた。紙粘
土の時は、できればいいなと思っていたこと
をゆか先生がやってらしたので、M ちゃん
とも関わっているのかなと思ったのでやった
あと思っていた。今出て行って XA ちゃんの
気を引いて気持ちをかき回すよりはいいかな
と思ったんですけど。

先生：先生が願っていた方向に XA ちゃんが近づ
いてきてるなって思えたというのは自分との
関わりではなくて、学生 Y との関わりの中
でそうなってきたからいいやって思った訳だ
けれども、では学生 Y との関わりの中の何
がよかったでしょうか。

学生 O：先生 Y が一緒に作品を作っていたのがよ
かったのではないかと思いました。

先生：学生 Y は何を作っていたのですか
学生 O：何をつくっていたのかはわからなかった

んですけど、学生 Y が作っていたのを M ち
ゃんがこっちからみて、XA ちゃんが後ろか
ら見て、私は今まで XA ちゃんがつくってい
るのをみてたんですけど、作っている先生に
　　　　　、やっぱ先生が作っているとみん
な興味をもつから、そこで、XA ちゃんだけ
でなくて、見れば話題につながるのではない
かと思いました。

先生：先生 Y と XA ちゃんの関わりを見て、その
中から先生も自分の関わりを考えました？

学生 O：はい、それでじゃ作ってみようかなって、
先生：それからやり始めてみようかなと思ってみ

たと。それまでは、XA ちゃんが好きなこと
を支えたいと思ったんだけど、何に興味を持
っているかわからないわけですよね。具体的
に XA ちゃんが好きなことを支えようと思っ
たときに、何をしようと思ったんですか？
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学生 O：昨日みたいにいろんなところにいって遊
んでいれば、その中で一番楽しそうにやった
ことをまた明日誘ってみようかなと思ってい
た。

先生：そう思っていたけど、今日過ごしてみてい
かがでしたか？

学生 O：紙粘土に興味を持った感じなので、明日
は紙粘土で遊ぶんではないかと思いました。

先生：つまり、先生は XA ちゃんが動き出した後
についていって、何かが見つかるのを待とう
という話だったよね。具体的に何かをしよう
という話は、これをしようとか、これを働き
かけてみようかなっていう具体的なことがあ
ったかな

学生 O：今までの感じから、最初は絵を書くと思
ったんです、絵を描いてはさみで切って、昨
日は３つ作ったんで今日も複数作るかなっ
て、いっぱいできたから美術館でも開いてみ
ようかなっていって、そこからおままごとっ
ぽくして美術館つくってちょうどお寿司やさ
んがいるからお寿司屋さんでもいってみない
かなっていってみようかなって思ってたんで
すけど。

先生：先生の話をきいてて、E さんとの関わりの
中で何が XA ちゃんがやる気を起こしたかな
っていう時に、先生 Y が何かを作っていた
姿が XA ちゃんを引きつけたっていったよ
ね。ということは、彼女（XA ちゃん）がな
にかを始めたら関わろうと思っていたようだ
けど、魅力的な先生の動きがモデルになって
いるっていいたかったのかなって思うわけ。
先生 Y が作っていたり、ほかの子がどんど
んデザートを作っていくということを目の当
たりにして、XA ちゃんはデザートというと
ころまでいっていないようだけど、粘土をこ
ねながら言葉にはしないけど、第三者には何
かをつくているかわからないけど、本人も答
えないけど、もしかしたらプリンでも作って
いたかもしれないというあたりから、教師の
役割の一つとして子供が始めるのが前提だけ

ど、何もないところから無から有は生まれな
いようね。だから、先生方の動きがモデルに
なったり、子供たちの楽しそうな遊びがモデ
ルになったり、子供たちのやる気がたかまる
のかなあって思って聞いてたんだけど。どう
ですか。先生 Y は何か作っていたんですか？

　　中断
先生：多分、XA ちゃんの発達からみて、生まれ

も遅いほうし、まだ混沌としたなかにいるん
じゃないかなっていう気がするのね。ともだ
ちと遊びを作っていくというよりも自分が何
をしているのかが意味づいてなくて、粘土が
混ざっていく中で変化を楽しんでいるとか、
何かを探しながら動いているって言う段階か
なあって、だからきっと先生たちがこれ何と
聞いても自分でもわかんないし、それを生か
しながら遊びに方向性をつけていく段階じゃ
ないんじゃないかなって気がするんです。繰
り返し繰り返しやりながら、もやもやっとし
たものを何となく整理していくというか、ま
だ３歳児の世界に近い感じがするんですね。
だから、そんなに、字には興味はあるけど、
そこから発展して遊びにいかしていくという
感じではないし、一つ一つの遊びをつなげ
ていくという感じではないよね。たとえば U

ちゃんの話を聞いていると、こっちでデザー
トを作りながらも、こっちの寿司やの下請け
じゃないけど、のせるデザートをつくってい
るんだよって私にいったんだよね。自分のや
っていることにつながりの中で考えたり、そ
の場その場で関心の向いたことに関わって、
意味を問われると答えられない状況なんじゃ
ないかと、こっちが何してるんだね、いっぱ
いになったねとかきれいになったねとかいわ
れると自分のやっていることが認めてもらえ
てるんだなあとにこって満足して次いこうか
なってみたいなところなのかなあと。M ち
ゃんは目的があったり、何にも型を使わない
でできたんだよって見せてくれたし、他の子
はきれいにつくることを目的としてやってい
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る。XA ちゃんはまだまだ混沌とした世界に
住んでいるという感じですね。それでも人の
やっていることが刺激になって、はっとする
ことがあるんでしょうね。Si 先生が特に自分
が今援助の必要がないときに、作って使わせ
ようとかやらせようというわけじゃないんだ
けど、ぽんと置くと、子供がすごいな、どう
やってつくったんだとかいって、同じのをま
ねしてつくったり、つくってって頼んできた
りする。ものだったり、先生の行動が刺激に
なるから、何にもしないで後をついていった
ってないも開けない。先生がこういう育ちの
ところで何をするとその子が心を動かし、意
欲的な遊びをしながら学びを深めていくのか
ということを絶えず考えて関わっていくこと
が大事かなと思います。

（２）学生アンケート評価結果

「カンファレンス直後」アンケート結果

１．議論はよく理解できた。　　　　　　　　　
２．保育の改善すべき点をよく検討していた。
３．保育の改善すべき点がよく理解できた。
４．実践的指導力をつけるために役立つ。　　　
５ ．学部の授業にカンファレンスを導入した方が

よい。
６．準備は十分だった。
７．進め方は適切だった。
自由記述

・事実だけでなく、児童の人間関係や複雑な心境
の変化に気づくことは大変だと感じた。

・保育には正解はないし、迷うことも多いが、終
わった後に振り返ることが重要なのだという言

葉がとても印象に残っている。
・「保育」に対する理解が浅いせいか、カンファ

レンスの到達点として多く出てきた抽象論や一
般論を上手く飲み込めなかった

・今回のカンファレンスでは前回よりも議論の展
開がなされなかったのではないかと思う。実習
生代表の方も実習生という立場や見解から、も
っと発言していただきたかった。

「事後グループワーク」アンケート結果

１．グループ議論は有意義だった。
２．議論はやりにくかった。
３．議論する時間は適当だった。
４．議論は活発に行われた。
５．他の学生の意見が聞けてよかった。
６ ．学生による議論を学部授業にもっと取り入れ

るべきだ
自由記述

・実際に今年実習した人が2名いたため、比較的
有意義な話し合いができたと思う。実習に行っ
ていない人も様々な感想、疑問を抱きながら話
し合いに参加していたため、良いものとなった。

・今回は幼稚園実習経験者が少なく、皆手探りの
議論になってしまった。やはり、幼稚園教育が
どのようなものなのかを多少なりとも学んでお
けば、深い議論が出来たと感じる。

・幼稚園実習で、放課後にやっていた反省会を
様々な人たちのパターンで聞くことができ、非
常に有意義だった。
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